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【発行主体】 

生駒市都市計画課 

TEL 0743-74-1111（内線 565） 

学研北生駒駅周辺まちづくり会議 

ニュース 第 3号 

 

7 月 22 日（火）の 19時より、北コミュニティセンターにて第 3 回学研北生駒駅周辺まちづくり会議

を開催しました。 

第 3回では、第 2回で出た意見をもとに整理した「まちづくり構想案の骨子」について、まちづくり

の方針(案)、目標(案)に抜け落ちがないかどうか等について意見交換を行いました。また、まちの将来

像に盛り込むべきキーワード等についても話し合いを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●松村先生（愛媛大学教授）のコメント（要旨） 

今回も座長として松村先生（愛媛大学教授）におこしいただき、コメントをいただきました。コメン

トの要旨は以下のとおりです。 

 

 本日のグループワークの様子をみると、3班ともかなりイメージは共

有されてきている。例えば「回遊性」というキーワード等が事業グル

ープから出てくるのも喜ばしいことだと思う。 

 また、この地域の資源として「学研都市」「先端科学技術大学院大学」

等を取り上げ、「駅前キャンパス等を導入しては」という意見が出て

くるのは非常に興味深いことである。愛媛大学でもまちの中心部にキ

ャンパスもどきの場所を作って、まちと関わっていこうという動きが

あり、こういう仕掛けはとても重要である。 

 まちの将来像を示すキャッチフレーズまでは、十分にたどり着く時間もなかったようだが、それ

につながるヒントとなる意見等はいくつか出てきている。もうしばらく、みなさんのお時間とお

知恵を拝借したいと思うので、次回も期待している。 
 

●グループワーク 

本日も、3 グループ（自治会関係者+個人地権者グループ 2 つ、事業者+法人地権者グループ 1 つ）に

分かれて意見交換を行いました。その概要は次ページ以降に記載します。 

〈会議の概要〉 

1. 開会 

2. まちづくり構想案の骨子について 

 ・前回会議内容の確認 

 ・「まちの将来像（キャッチフレーズ）」について意

見出し 

 ・各班発表 

4. 閉会 
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自治会関係者＋個人地権者グループ① 

●まちづくりの方針について 

 

●まちの将来像についてのイメージ 

 

・みんなが使いやすいお店や

施設にする 

拠点性やにぎわい 
・買った物を配達してくれる

など買い物支援のサービス

がある 

〈にぎわいのイメージ〉 

・施設内だけでなく地域が人で

にぎわっている 

・共用のスペースに子どもが遊

べる場所がある 

・買い物だけではなく、まちに

来るいろんな目的がある 

・ショッピングセンターの送

迎バスなど事業者がバスを

運行する 
公共交通の充実 

・地域にコミュニティバスを

走らせる 

・高齢者にとっても便利なまち

になる 

・駐車場をたくさん作らなくて

もすむ 

・看板についてのルールをつ

くる 

地域拠点に 

ふさわしい景観 

・部分的に壁面緑化をするこ

とをルール化する 

・駅舎の三角形のデザインを

モチーフに展開する 

・街並みに統一感が生まれる 

・レンタサイクルで周辺の観光

資源をまわる 
低炭素化 

・自転車が安全に通行できる道

の整備が必要 

・店舗が相互に進入路を調整し

て駐車場に入りづらい点を

解消する 

エリア 

マネジメント 
・便利で行きやすくなる 

きたい
・ ・ ・

（来たい）まち 

いこ
・ ・

い（憩い）のま
・

ち 

き・た・い・こ・ま 

翔（金鵄発祥の地） 蛍の街 竹 

（伸びゆくイメージ） 

緑豊かなまち 高齢者、子どもにやさ

しいまち 

安全な街 

家を空けていても安

心なまち（近所付き合

いがある） 
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自治会関係者＋個人地権者グループ② 

●まちづくりの方針についての確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まちの将来像に係るキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「商業・業務機能」とあるが、

表現が難しく、一般的にどう

いうものか分かりにくい。 

伝わりやすい 

言葉で 

・「業務機能（オフィス機能）」

は本当にいるか。賑わいに寄

与するのだろうか。 

回遊を生む 

仕掛け 

・賑わいを生むのは“回遊”。 

 ※商業機能や業務機能が賑わ

いを生むのではない。 

・個別バラバラな開発では回遊

は生まれず、賑わいにつなが

らない。 

・インフラ（土地区画、道路等）

を整えれば、後は民間事業者

が企業努力で検討するはず。 

・一般の人が集いたくなる、使

いやすい施設の導入が必要で

はないか。 

○登美ヶ丘駅…駅前のビルにスポーツジム等様々な施設が入っている 

○西大寺駅…駅前の飲み屋が流行っており賑わっている 

人が集まる 

駅前 

住みたくなる 

まちに 

・子育てしたくなるまち 

（子育てしやすいまち） 

 

・奇抜なまちじゃくなくて良い。 

・良好な住宅地としてのブラン

ド力を活かした品のあるまち 

今あるモノを 

活かす 

・学研都市の知名度 

・先端科学技術大学院大学 

・特徴ある研究施設や機能 

 

・駅前キャンパス等の開講 

  

 

自然 

 

ホタル 

/赤トンボ 

 

キレイな水 

 

学術的 

（学研都市） 

高い 

教育環境 

× ≒ 
（例） 

将来を託せるまち 

「豊かな自然」と「最先端で学術

的なまち」の融合を感じさせる将

来像やフレーズが望ましい 
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事業者＋法人地権者グループ 

●まちづくり方針についての確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点性を

高める取

組み 

 医療やクリニック、

介護施設を誘致する 

 子どもたちが遊べる空間づ

くり 

 にぎわい機能

の充実 

 憩いの空間づ

くり 

 生活機能の充

実 

 事業者間連携による

商業施設の複合化等

で魅力アップ 

 商業施設のエリアと

規模を確定させる 

 女性や高齢者が使い

やすい駐車場 

 各商業施設の回遊性を高め

ることで魅力づくり 

 商業集積へ防災拠点機能を

充実させる 

 子育てや介護がしやすいま

ちにする 

地域拠点

にふさわ

しい景観

づくり 

 学研都市の玄関口にふさわ

しい駅周辺の景観づくり 

 地域の玄関口 

 川沿いの自然を活かした道

づくり、名所づくり 

 周辺景観との

調和 

 川沿いの遊歩道や散

策路づくり 

エリア 

マネジメ

ント 

 若者が集える、仲間

になれる機能の充実 

 大学等文教施設と連携によ

るまちづくり 

 エリアブラン

ド創出 

 情報発信 
 目的を特化させて、情報を積

極的に発信する 

適切な交通

ネットワー

クの整備 

 駅周辺や幹線道路の交通渋

滞対策 
 地区内の交通

処理 
 適切な規模の交通広場や施

設の整備 

低炭素化

に向けた

取組み 

 低炭素モビリ

ティ導入 

 バスの運行に効率的

な操車場の適切な配

置 

 水素やＥＶスタンド

の充実 

 エネルギー利

用の効率化 
 共同住宅以外の建物

も含める 

 サイクルシェアやＥＶ等の

共同利用 

 効率的な公共交通運行によ

る環境負荷低減 

 エネルギー利用のためのイ

ンフラ設備等の充実 

 すべての建物を対象とした

低炭素化 


